
令和3年5月12日～5月14日（会期3日間）に令和3年第1回臨時会例会、また令和3年6月3日～6月30日（会期28日間）に令
和3年第2回定例会が開催されました。5月の臨時会では、慣例で任期2年となっている議長と副議長の改選、4常任委員会をは
じめとする委員会の改選が行われ、各委員会が新しい顔ぶれとなりました。また6月定例会では新型コロナ対策として子育て世
帯生活支援特別給付金に関する補正予算（1億9,435万円）や、PCR検査や入院患者の増加に対応するための補正予算
（1億9,307万3千円）、新型コロナ生活困窮者自立支援金の支給のための補正予算（1億2,180万円）などが計上されました。
また身近なところでは、当初予算では全て削減されていた公民館活動費や、青少年の健全育成のための体験活動・交流事業等に
係る事業費、駅伝競走大会などのスポーツ推進に係る事業費、地域への障がい者理解促進のための地域交流イベントなどの事業
費など、社会活動・文化生涯学習活動に関する事業費の補正予算が計上されました。
各諸議案について慎重な審議のもと、全ての議案に対し可決承認いたしましたことをご報告申し上げます。

茅ヶ崎市民の皆様こんにちは、木山こうじです。茅ヶ崎市民の皆様に2021年4月～6月の活動報告をさせていただきます

■同年、関東学院大学学長賞を受賞。
■その後、北京オリンピック（2008年開催）に向けた練習を本格的に開始。
遠征や合宿で国内のみならず海外にも度々渡り、経験を積む。
■2005年、北京オリンピック強化指定選手選考会フェザー級チャンピオンと
なる。その功績が認められ、同年北京オリンピック強化指定選手に選出。
■その後、数々の試合を経て引退。
■引退後は、現役時代にお世話になった方の企業で社会生活を学ぶ。

■1982年　神奈川県横浜市生まれ
■横浜国立大学教育学部附属横浜小学校 卒業
■神奈川県 桐蔭学園 中学校 卒業
■神奈川県 桐蔭学園 高等学校 卒業
■私立 関東学院大学 法学部 卒業
■高校在学時、テコンドーと出会い真剣に練習を開始。
天性の運動神経の助けもあり、2001年WTF全日本学生
テコンドー選手権大会フェザー級チャンピオンとなる。
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活動報告 2021年4月～6月

木山こうじ
茅ヶ崎市議会議員　無所属・一期目

木山こうじ
茅ヶ崎市議会議員　無所属・一期目

木山こうじ

新しい風!
令和3年7月1日より「 ICT活用推進協議会」
がスタートしました！
6月定例会で議長の諮問機関として「ICT活用

推進協議会」の設置が議決されたため、7月1日よりICT活用推
進協議会が始動いたしました。協議のテーマは「タブレット端末を
はじめとするICT機器類の導入に関すること」や「それらに関わる
環境整備に関わること」などICT機器全般についてです。

議会運営委員会・広報広聴委員会・ICT活用推進協議会
の委員となりました！

後期の2年間も前期同様、
都市経済常任委員会所属と
なりました。また同委員会
の副委員長という身に余る
大役を拝命賜りました！

都市計画審議会委員に任命され
ました！茅ヶ崎市の都市計画に
関する事項について調査審議し
てまいります。
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※議員が、その属する地方公共団体の行政全般にわたり、執行機関（市長等）に対し事務の執行状況
および将来に対する方針等ついて、所信を質し、あるいは報告や説明を求め、または疑問を質すこと。 

【討議資料】

【一般質問（※）】をしました！

https://www.instagram.com/kiyamakoji/
https://www.facebook.com/koji.kiyama.7
https://twitter.com/kiyamakoji木山こうじ 検索

木山こうじと茅ヶ崎の未来を作る会
    080－3004－5023
〒253－0006  茅ヶ崎市堤77－1 マリヴァノン1－203

インスタグラム・FB・ツイッターで日々の活動を
発信しています。お気軽にフォローお願いします！

QUESTION
全国体力テストの結果から全国小中学生の体力の低下は顕著である。コロナ禍による活動制限により更なる体力低下

が危惧されるが、市の見解を問う。

DX（デジタル・トランスフォーメーション）推進について
令和元年に策定したDX推進方針の進捗と評価、今後の方向性について／政府の掲げる自治体DX推進計画との整合性について

DXを進めていく上での市長のリーダーシップについて

1

子どもの健やかな成長を育む教育環境について
❶子どもたちの体力低下について▶全国的に低下傾向にある子どもたちの体力に対する市の見解について
生活習慣の改善策について／発達段階に応じた適切な指導の必要性と、指導者の育成・確保について

❷合理的でない規則について▶体育の時間に体操着の下にインナーを着用することを禁止する指導が、他市の学校で行われていた事例に
する、市の現状と指導方針、保護者への周知について／学校の規則やルール作りに子どもたちが積極的に参画していくことについて

2

質問

QUESTION
運動習慣の確立のためには自発的に体を動かすプログラムやマニュアル作成などが重要であり、また発達段階に応じて

適切な指導ができる人材の確保・育成が非常に重要であるが市の見解を問う。

質問

QUESTION
子どもの健やかな成長には生活習慣の改善が重要であるが、対策とその効果、それに対する評価を問う。 

質問

ANSWER
各学校では、昨年から続くコロナ禍において、様々な活動制限がある中、小・中学校の体育の授業に加え、学校行事や部
活動等、十分な感染防止対策を講じた上で、様々な運動・スポーツ活動の場面を設定しており、密にならずに体を動かす機

会を確保するなどの工夫をしてまいりました。国や県の体力・運動能力向上に関わる事業等も積極的に活用しながら、子どもたちの
豊かなスポーツライフの実現に向け、各学校の取組を支援してまいります。

答弁（教育長&教育指導担当部長）

ANSWER

健康教育推進委員会において、「生活習慣の改善」、「食習慣の改善」、「運動習慣の確立」の3つの視点について、児童・
生徒の意識向上につながるよう、啓発ポスターを作成し、各学校に掲示しているところです。また、毎年小学4年生と中学

2年生を対象に、「早寝早起き朝ごはんに関するアンケート調査」を実施し、調査結果及び分析を掲載した「食育ちがさき」を発行し、
各学校及び保護者への周知・啓発を図っております。
調査結果を踏まえ栄養教諭による学校訪問等の充実や、家庭と連携した健康教育のさらなる推進をしつつ健康教育推進委員会を
中心とし、関係する小・中学校の研究部会、栄養教諭等と連携を図りながら、各学校の取組を支援してまいりす。

答弁（教育指導担当部長）

ANSWER

平成26年度より継続して、体育専科教員のいない小学校に、専門的知識を有する指導者を派遣し、児童の指導に携わると
ともに、学校の体力向上の取組への指導・助言を行う事業を実施しております。
その中で、多くの児童が、自己の能力を最大限に発揮させるためのコツを学んだり、短距離走でのスタートや加速等のデータを見え
る化することで改善点を理解し、自分の走り方が向上していく経験をしたりする中で、運動する楽しさを体感してまいりました。
実施校からは、本事業が、児童の意欲向上のみならず、教職員の指導力向上にもつながっているとの報告もございます。今後も、
各学校において、学校訪問等の機会を通じて、全国の先進的な取組や実践等について紹介するとともに、県教育委員会が主催す
る体育指導者講習会等の研修の案内を通して、効果的な指導を展開できる指導者の育成に努めてまいります。

答弁（教育指導担当部長）

こちらの質問について
ご報告いたします


